直ぐ、 天 正 十六 年 五月に 北条 氏に 向って 入朝 を 促して 

居る。 

一 体 関東に 於け る北条 氏の 地位 は、 伊勢 新九郎 (早 

雲) 以来、 氏 綱、 氏康、 氏 政と 連綿たる 大老 舗の 格 だ。 

これ を 除けば、 東 日本に 於て 目 ぼしい もの は 来 沢 城に 

在る 独眼 竜、 伊達 政宗位 だけ だ。 北条氏 は、 箱 根の 天 

嶮で、 上方 方面からの 勢力 を ぴったりと 抑えて いるの 

と、 早 雲 以来 民政に 力 を 注いだ 結果、 此の 身代 を 築き 

上げた ので ある。 

併し 流石の 名家 も、 氏 政の 代に なって 漸く 衰退の 

色が 見える。 家来に 偉い のが 出ない のに も 依る が 氏 政 



書 を 発して 居る ので ある。 沼田 事件と 云う の は、 氏 政 

上洛の 条件と して 上 州 沼田 を 真田から 割いて くれ、 と 

云った。 秀吉が 真田に 諭して、 沼田 を 譲らし めた。 だ 

が、 真田 視秀の 墳墓の ある 名 胡桃 だけ は 除外した。 し 

かるに、 北条 氏の 将が名 胡桃まで 略取して しまった。 

これが、 開戦の 直接 原因で ある。 

そむ 

「然る 処、 氏 直 天道の 正理に 背き、 帝都に 対して 奸謀 

を 企つ。 ，. 何ぞ 天罰 を 蒙ら ざらん や。 古諺に 曰く、 巧 

詐は拙 誠に 如かず と。 所詮 普 天の下 勅命に 逆 ふ 輩 は、 

早く 誅伐 を 加へ ざるべ からず 云々」 

実に 秀吉 一 流の 大見得で ある。 勅命 を 奉じて 天下 を 



ど、 此の 日 は 何の 勝負 もなかった。 

秀吉は 此の 日、 北西 二方 面の 攻撃力の 不足 を 看破し、 

蓮 山 攻囲 軍の 過半 を 割いて 救援 させて 居る。 欺く して 

戦線の 兵 は 次第に 増大し、 海陸の 兵数 は 実に 十四 万 八 

千 人に 上った。 併し 流石に 天下の 名 城 だけに、 小 田 原 

城の 宏大 さは 一 寸 近寄り 難い。 

こみね 

「此城 堅固に 構へ て、 広大なる こと 西 は 富士と 小嶺山 

つ- V きたり。 この 山の 間に は 堀 を ほり、 東西へ 五十 町、 

南北へ 七十 町、 廻り は 五 里 四方。 井楼、 矢 倉、 隙間 も 

なく 立 置き、 持 口々々 に 大将 家々 の 旗 をな びかし、 馬 

よそお 

印、 色々 様々 にあって、 風に 翻り 粧ひ、 芳野立 田の 花 



物 等 を 持って来て 巿を なして 居る。 京 や 田舎の 遊女 も 

小屋が け をして 色めき あ つたと 云う が、 恐らく 事実 は 

此れ 以上に 賑 つたこと と 思われる。 

その上 秀吉 は諸将 に、 その 女房 達 を 招き 寄せる こと 

を 勧め、 自分で も 愛妾の 淀 君 を 呼び寄せて 居る。 淀 君 

が 東 下の 途中、 足 柄の 関で 抑留した 為、 関守 は その 領 

地 を 没収され た 様な 悲喜劇 もあった。 或 時 は 数寄屋に 

名器 を 備え、 家康、 信 雄 等 を 招待して 茶の湯 会 を やつ 

て 居る。 やがて 酔が 廻り、 美妓が 舞う につれ 一座 は、 

一 段と 浮かれ、 「とんと ろ/^、 とろ、 なる かま も、 と 

ろ、 なる 釜 も、 湯が たぎる、 たぎる、 たぎる やた ぎる」 



家伝 来の 芸に 退屈し 始めて 来た。 

そこで 広 沢 重 信 は、 城 中の 士気 を 振作すべく、 精鋭 

をす ぐって、 信 雄と 氏 郷の陣 を 夜襲した。 蒲 生 氏郷自 

やりきず 

ら長槍 を 揮って 戦い、 胸板の 下に 三 四ケ所 鎗疵を 受け、 

なまずお 

十文字の 鎗の柄 も 五ケ所 迄 斬 込まれ、 有名な 鯰 尾の 兜 

にも 矢 二 筋 を 射 立てられ 乍ら、 尚 も 悪鬼の 如く 城門に 

迫って 行った と あるから、 兎に角 強い ものである。 小 

田原陣 直後 奥州の 辺土へ 転 封され、 百万 石の 知行に あ 

きたらず、 たとえ 二十 万 石で も 都 近くに あらば と、 涙 

ちゅうげん まう； V つ 

を 呑んで 中原の 志 を 捨てた 位の 意気 は、 勢髴 として 

^ れ るので ある。 



「家康 公の 御手 を 執て、 あれ 見 給へ、 北条 家の 滅亡 程 

有るべからず。 気味の よき 事に てこ そ あれ。 左 あれば、 

関 八州 は 貴 客に 進ら すべし」 (関 八州 古 戦録) と 言って、 

敵 城の 方に 向い 一 緒に 立 小便 をした。 

これ は 有名な 「関東の 連 小便」 の 由来 だと 云う が、 

どう だか。 

これで 見ても、 秀吉に は 早くから 家 康に関 八州 を 与 

える 意図 は 有ったら しい。 

尤も 徳川方の 御用 歴史家 なんか 此の 移 封 を 以て 一 種 

の 左遷と 見做し、 神 君 を 敬遠した る ものと して 秀吉に 

あんしょう 

毒づ いて 居る。 安祥 以来の 三 河 を 離れる こと は 相当 
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